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カ
バ
ー
・
帯

表
紙

扉 られる文字にしようと考えて、たてよこの比率や
重心、太さなどを3文字でおおよそ揃えています。
仕上げとして骨格のような細い線をかさねて、異
なるスタイルの印象が強く出すぎないようにしま
した。それぞれ形は違っても、おたがいに干渉せ
ず、静かに響きあっているような文字と感じても
らえたらうれしいです。ご依頼くださった春陽堂
書店の清水真穂実さん、ブックデザイナーの赤波
江春奈さん、日下潤一さん、そして著者の関川夏
央さんに心より感謝申し上げます。

文字とも違うデザインにしたいというご依頼
でした。形は違っても共有するなにかが感じ3

タイトルレタリングヨコカク
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「記憶像」だったので、昔のニュース写真や、新聞や雑誌写真を、模写するこ
とが、すごくたのしみだったのです。単行本にするにあたって、絵をタテ位置
用に描き直したり、連載時に気に入ってなかった絵を描き直したり、もっぱら
自己満足のために、〆切を踏み倒して、勝手をしました。すいません、おじい
さんは自分勝手ですね、日下さん赤波江さんありがとうございます。
関川さんから、ねぎらいの言葉をいただいた上に「絵・南伸坊」と並記して
下さったり、ギャラを印税制にして下さったりとありがたいかぎりです。関川
さんありがとう、持つべきものは友達だね。うれしいです。

リジナリ」の連載の時から、関川さんとのタッグはたのしみでした。
「昭和」のイメージというか「白黒写真」は、想像以上に自分自身の「オ

南
伸
坊

この間、何度も私の本の装丁してくれた南伸坊とは、いつか共著の本をつ
くりたいと念じつづけていたが、このたび『昭和的』という本で実現した。
ここに掲げられたイラストレーション群は、南伸坊の「回想の次元」の代表
作と思う。また、本のデザインは脊髄反射のごとく日下潤一と、過剰な批評
性が加齢しても抜けない彼が全幅の信頼を置く赤波江春奈に頼み、引き受け
てもらった。幸運であった。 
一度依頼してしまえば、どちらも私が口をはさむ隙はない。すべてまかせ

っきりで、いつものように完成品を見て感動することになった。 
かつて、自分の老いを信じなかった私たちも老いた。時代は移ろった。だ

が、友の才能と技量を信じ切るやり方は旧に変わらない。それが古びない丁
寧な仕事、すなわち「昭和的」な仕事を生み出すのだと思う。 

ラストレーターの南伸坊と知りあって50年、日下潤一によるBGXの
デザインに驚いて以来40幾年かが過ぎた。 イ

「
昭
和
」の
面
影 

関
川
夏
央

本
文 〈右頁〉

上右　一章扉／上左　目次
下右　二章扉／下左　大瀧詠一の『楽しい夜更し』

上　一斉入場
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A
4
変
形
・上
製
／G

akken

2
0
2
5
年
2
月
刊

『
と
ー
ん
だ
と
ん
だ
』の
デ
ザ
イ
ン

見返し

思う。今の子はもう遊ばないんじゃないかと
思われるかもしれないが、伝承遊びには根源
的な喜びがあるのか、変わらず人気である。
そんな伝承遊びを絵本にしたい。元保育士で
シンガーソングライターの中川ひろたかさん
に相談すると、「とーんだとんだ」はどう？
と、ナンセンスな笑いが入ったテキストをく
ださった。絵は長谷川義史さん。長谷川さん
の描く子どもが精一杯泣いて笑って遊んでい
る感じがたまらなく好きで、ぜひにとお願い
した。そして数年後、のほほんとして精一杯
生きている男の子がやってきた。日下さんと
赤波江さんが、長谷川さんの絵を抜群のバラ
ンス感覚で軽やかに仕上げてくださった。驚
いたことに日下さんと長谷川さんは旧知の仲
だという。なんとも不思議なご縁が繋がった
のも嬉しい。

どもの頃「だるまさんがころんだ」や
「かごめかごめ」で遊んだ方も多いと子

絵本『とーんだとんだ』のこと
Gakken絵本編集者長峯宣子

〈下の図〉
右2点　本文見開き
上左　表 1・帯
下左　奥付
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描いた短編集。久々に読み返したが、世界観、空気感がハマっていて、内
田百閒や藤枝静男を彷彿させるところもあり、いかにも川上ワールドだな
ぁと。今読んでも面白いが、当時のようにのめり込む感じではない。読書
にもタイミングがあることを思わされる。
当時、川上弘美の諸作を夢中で読んだのは、文学への憧れが強かったか
らだろう。若さとは、自分の自然性への逆らいだと思う。自分の性向、あ
るがままの自分を否定し、未だ見ぬ大きな価値を求める。向上心とも言え
るし、背伸びとも言える。マンガ少年だった自分が、文学という未だよく
知らないモノに憧憬を抱き、がむしゃらに読む。十代、二十代の頃の読書
にはそんな力みがあった。
ふと、川上弘美が、今の自分と同じ五十歳頃に書いた小説を読んでみた
くなった。

上弘美は二十代の頃よく読んだ。『センセイの鞄』がフェイバリッ
トだが短編も好きだ。本書は、人と、人ならざる生き物との交情を川

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

日日読書
大西良貴

37

おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。

川上弘美『龍宮』
文春文庫／2005年

月
頭
の
南
伸
坊
さ
ん
と
の
二
人
展
が
終
わ
っ
て
、
次
の
8

月
末
の
個
展
ま
で
に
4
ヶ
月
し
か
な
い
。
絵
の
制
作
の
た

4め
に
こ
の
連
載
も
お
休
み
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
間
忙
し
か

っ
た
の
か
「
オ
リ
ジ
ナ
リ
」
自
体
が
出
な
か
っ
た
。

9
月
半
ば
、
実
に
半
年
ぶ
り
の
下
高
井
戸
シ
ネ
マ
に
行
く
。
禁

断
症
状
は
な
か
っ
た
。
ぼ
く
の
人
生
に
映
画
は
必
要
な
い
の
か
？

し
か
し
映
画
は
誰
か
の
人
生
を
必
要
と
し
て
い
る
。
ジ
ャ
・
ジ
ャ

ン
ク
ー
の
新
作
『
新
世
紀
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
ス
』
は
二
人
の
男
女
の

人
生
が
丸
ご
と
入
っ
て
い
る
。

監
督
は
2
0
0
1
年
か
ら
20
年
以
上
か
け
て
こ
の
作
品
を
作
っ

た
。『
青
の
稲
妻
』、『
長
江
哀
歌
』『
帰
れ
な
い
二
人
』
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
自
作
本
編
と
本
編
以
外
の
映
像
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
像
、
新
た
な
撮
り
下
ろ
し
を
編
集
で
つ
な
い
だ
。
貧
し
い
時
代

の
中
国
の
映
像
は
今
見
る
と
途
方
も
な
く
絵
力
が
強
い
。

い
っ
し
ょ
に
観
に
行
っ
た
友
達
二
人
は
、
ど
ち
ら
も
ジ
ャ
・
ジ

ャ
ン
ク
ー
好
き
で
、
あ
の
映
画
の
あ
の
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
と
語
り

合
っ
て
い
た
。
同
じ
俳
優
を
使
い
続
け
る
か
ら
出
来
る
こ
と
で
あ

る
。
若
か
っ
た
主
演
女
優
の
チ
ャ
オ
・
タ
オ
が
映
画
の
中
で
実
際

に
お
ば
さ
ん
に
な
る
。
土
が
剥
き
出
し
だ
っ
た
国
は
い
び
つ
に
大

繁
栄
し
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
台
詞
を
喋
ら
な
い
チ
ャ

オ
・
タ
オ
だ
が
、
本
物
の
シ
ワ
が
十
分
に
語
っ
て
い
る
。

同
じ
頃
、
終
盤
を
迎
え
た
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
で
は
二
十
代

の
俳
優
た
ち
が
老
年
を
演
じ
て
い
た
。
ま
る
で
高
校
生
演
劇
だ
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回講談社
出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『となりの一休さん』、『いい絵だな』
（南伸坊さんとの共著）がある。最新刊は『増補改定版 画家の肖像』。

36
もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。
関西のタウン情報誌「プレイガイドジャーナル」の表紙、
野外コンサート「春一番」ポスター、
『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、
絵本『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

40
かどうか、とりあえず上京したのである。部屋にはテレ
ビもステレオもなかったので友人が小さなラジカセを貸
してくれた。ある日渋谷のWAVEでジョニー・ウィンタ
ーのカセットテープを買いました。なんでジョニー・ウ
ィンターなのか、多分元気が出るからやと思います。別
の日に有楽町駅の構内のワゴンで安いテープを売ってい
たのでホール&オーツのアポロ・シアター・ライブを買
った。ずっとこの2本のテープを聴いていた。そのうち
ホール&オーツのテープはぷよよーんと伸びて聴けなく
なってしまいました。半年が経ち、僕の心もぷよよーん
と伸びて、大阪に帰ることにしました。今回その40年
前のジョニー・ウィンターのテープを出してきてデッキ
に入れたら、なんと！　ちゃんと音が鳴りました。

年近く前、ぼくは東京の西小山の古い木造のアパ
ートにひとりで住んでいた。東京でやっていける

森英二郎
思い出のクリフォード 23

Johnny Winter
ジョニー•ウィンター
1944-2014
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0
2
5
年
春
の
「
南
伸
坊
×
伊
野
孝
行
」
二

人
展
「
ぼ
く
ら
の
好
き
な
画
家
」
で
は
、
伊

2野
孝
行
君
だ
け
で
は
な
く
、
南
伸
坊
さ
ん
も
マ
ル
セ

ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
「
泉
」
を
作
品
化
し
て
い
た
が
、

そ
の
絵
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。 

「
い
つ
み
き
と
／
て
か
こ
ひ
し
／
か
る
ら
む
」 

ア
ナ
グ
ラ
ム
？　
暗
号
？　

 

「
い
づ
み
」
に
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
わ
か
ら
な

い
。あ

れ
は
ね
百
人
一
首
、
知
っ
て
る
で
し
ょ
？　
と

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
日
下
潤
一
さ
ん
に
い
わ
れ
た
が
、
私

は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
二
十
七
番
、
紫
式
部
の
曾

祖
父
、
中
納
言
兼か

ね
輔す

け
の
歌
だ
そ
う
だ
。 

上
の
句
「
み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
い
づ
み
川
」

に
、
下
の
句
「
い
つ
見
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む
」

2025年3月31日（月）～4月12日（土）
東京青山・スペースユイ

ぼくらの好きな画家
南伸坊 伊野孝行

二回り違いの
イラストレーター
二人2

関川夏央

と
つ
づ
く
。 

「
み
か
の
原
」
は
瓶
原
と
書
き
、
木
津
川
が
ひ
ら
い

た
平
野
。「
い
づ
み
川
」
は
木
津
川
の
こ
と
で
、「
わ

き
て
流
る
る
」
は
「
湧
き
て
」
と
「
分
き
て
」
を
掛

け
た
、
と
解
説
書
に
あ
っ
た
。
南
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア

と
教
養
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。 

一
九
六
〇
年
代
に
は
肩
ま
で
届
く
長
髪
だ
っ
た
南

伸
坊
は
、
進
学
で
も
就
職
で
も
、
試
験
に
す
べ
て
失

敗
す
る
人
だ
っ
た
。「
試
験
技
術
」
に
価
値
を
置
い

て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
芸
大
受
験
準
備
の
た
め

に
ビ
ー
ナ
ス
を
石
膏
デ
ッ
サ
ン
で
描
く
と
、
ビ
ー
ナ

ス
の
エ
ラ
が
張
っ
て
い
た
と
い
う
。 

都
立
工
芸
高
校
を
出
て
浪
人
の
の
ち
、
無
試
験
の

「
美
学
校
」
で
木
村
恒
久
、
赤
瀬
川
原
平
に
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
マ
ン
ガ
雑
誌
「
ガ
ロ
」
を
刊
行
す
る
青
林

堂
に
、
や
は
り
無
試
験
で
入
っ
て
、
仕
事
熱
心
な
編

集
長
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
は
も
う
坊
主
刈
り
な
っ
て

い
た
。 

伊
野
孝
行
君
も
、
大
学
を
出
て
か
ら
無
試
験
の
セ

ツ
・
モ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
。
も
っ
と
も
一
年

目
は
志
望
者
が
多
す
ぎ
て
抽
選
に
な
り
、「
浪
人
」

し
た
。
主
宰
者
・
長
沢
節
に
「
絵
と
は
デ
ッ
サ
ン
か

ら
の
解
放
だ
」
と
教
え
ら
れ
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
を
何

枚
も
落
と
し
た
。 

大
学
四
年
時
か
ら
四
十
一
歳
ま
で
、
神
保
町
の
喫

茶
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
を
支
え
た
伊
野
君
は
、

二
〇
一
四
年
、
表
参
道
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
い
た
個

展
の
案
内
を
、
面
識
の
な
い
大
先
輩
・
南
さ
ん
に
恐

る
恐
る
送
っ
た
。

会
場
を
訪
れ
た
南
さ
ん
は
、
伊
野
君
と
話
し
な
が

ら
長
い
時
間
作
品
を
見
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
伊
野

君
を
飲
み
に
誘
っ
た
。
絵
は
驚
き
と
ユ
ー
モ
ア
、
要

す
る
に
「
お
も
し
ろ
さ
」
が
命
だ
と
考
え
る
南
さ
ん

は
伊
野
君
の
絵
が
好
き
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
打
て

ば
響
く
よ
う
な
伊
野
く
ん
と
の
会
話
を
た
の
し
ん
だ

の
で
あ
る
。 

一
九
四
七
年
生
ま
れ
の
南
さ
ん
が
、
一
九
七
一
年

代
生
ま
れ
、
二
回
り
下
の
伊
野
君
と
と
り
か
わ
し
た

「
絵
の
話
」
は
、
の
ち
に
『
い
い
絵
だ
な
』
と
い
う

本
に
結
実
し
た
。
こ
の
本
は
、
や
は
り
十
歳
の
年
齢

差
を
気
に
せ
ず
、
過
激
な
こ
と
を
穏
や
か
に
語
り
あ

っ
た
赤
瀬
川
原
平
と
南
伸
坊
の
会
話
を
回
想
さ
せ
た
。

た
と
え
ば
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
と
ピ
カ
ソ
の
話
題
で
、

「
ル
ソ
ー
の
絵
っ
て
さ
」
と
南
さ
ん
は
伊
野
君
に
い

っ
た
。 

「
デ
ッ
サ
ン
や
遠
近
法
が
狂
っ
て
る
と
か
、
そ
れ
ば

っ
か
り
い
わ
れ
る
け
ど
」「（
も
と
も
と
遠
近
法
か
ら

自
由
な
）
日
本
人
が
見
た
ら
、
最
初
か
ら
い
い
絵
だ

っ
て
思
い
ま
す
よ
」 

伊
野
君
が
つ
づ
け
た
。 

「（
ル
ソ
ー
の
作
品
の
ヘ
タ
ウ
マ
ぶ
り
に
感
動
し
た

ピ
カ
ソ
は
）
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
超
一
流
の
技
術

を
『
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
だ
め
だ
』
っ
て
」「
ポ
イ
ッ
て

手
放
し
た
と
こ
ろ
が
エ
ラ
イ
ん
で
す
ね
」 

て
、
人
を
明
る
く
笑
わ
せ
な
が
ら
本
質
を
衝
く
イ
ラ

ス
ト
を
描
か
せ
た
。「
い
づ
み
」
の
下
で
眠
る
彼
は
、

大
い
に
誇
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

せ
き
か
わ
・
な
つ
お
　
1
9
4
9
年
、
新
潟
県
生
ま
れ
。

作
家
。
代
表
作
に
『
海
峡
を
越
え
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
』

（
双
葉
社
／
第
7
回
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
）『「
坊
っ

ち
ゃ
ん
」
の
時
代
』（
双
葉
社
／
谷
口
ジ
ロ
ー
と
共
作
・
第

2
回
手
塚
治
虫
文
化
賞
）。
最
新
刊
は
本
誌
連
載
「
昭
和

残
照
」
が
元
に
な
っ
た
『
昭
和
的
』（
春
陽
堂
書
店
）。

南
さ
ん
は
伊
野
君
の
画
集
『
画
家
の
肖

像
』
に
、「
お
も
し
ろ
い
な
あ
！
」
と
い

う
書
き
出
し
の
「
解
説
」
を
寄
せ
、
こ
の

画
集
は
「
パ
ロ
デ
ィ
」
で
は
な
い
、「
絵

に
よ
る
絵
画
論
」
と
い
う
「
あ
た
ら
し
い

ジ
ャ
ン
ル
」
だ
と
書
い
た
。 

「
泉
」
で
当
時
の
美
術
界
を
か
ら
か
っ
た

デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、
百
年
後
、
日
本
の
先
端

的
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
二
人
を
刺
激
し

10



同
書
で
ご
本
人
が
言
う

「
別
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
頼
む
は
ず
だ
っ
た
」
が
、

平
野
さ
ん
と
そ
の
場
に
い
た
「
デ
ザ
イ
ン
先
行
型

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
激
し
い
議
論
」
に
な
り
、
結
局
、

自
分
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
が
、

そ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
の
は
私
の
友
人
が
師
事

し
た
N
さ
ん
で
し
た
。

「
新
聞
の
紙
面
の
よ
う
な
上
り
に
し
た
い
」
と
、

甲
賀
　
装
幀
の
本
』
で
、『
ウ
ェ

ス
カ
ー
三
部
作
』
を
晶
文
社
は

『
平
野

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
の
文
字
は
活
字
清
刷
り
を
詰

め
貼
り
し
て
版
に
起
こ
し
て
い
る
。the w

esker 
trilogy

の
欧
文
は
よ
く
詰
め
て
い
る
割
に
語
間
が

ひ
ろ
い
の
は
長
さ
と
文
字
の
大
き
さ
の
た
め
か
。

訳
者
の
木
村
光
一
の
光
と
一
の
間
の
極
端
な
詰
め
。

タ
イ
ト
ル
文
字
と
著
者
名
の
二
行
の
処
理
、
メ

イ
ン
の
タ
イ
ト
ル
「
ウ
ェ
ス
カ
ー
」
の
「
ウ
」
よ

り
二
行
目
の
「
ア
ー
ノ
ル
ド
」
の
「
ア
」
が
少
し

下
げ
て
あ
り
、
地
の
晶
文
選
書
の
マ
ー
ク
を
タ
イ

ト
ル
一
行
目
の
最
後
の
文
字
「
y
」
よ
り
や
や
上

に
調
整
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
さ
い
方
の
二
行

目
を
一
行
目
と
天
地
ぴ
っ
た
り
に
揃
え
て
し
ま
う

と
、
錯
視
で
小
さ
い
方
が
飛
び
出
し
て
見
え
る
か

ら
。（
つ
づ
く
）

時
計
の
電
池
を
入
れ
替
え

て
た
ら
、
目
の
前
の
置
き

目
覚
ま
し

時
計
の
秒
針
が
止
ま
っ
た
。
電
池
の
ス
ト
ラ
イ
キ
か
、

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
カ
ー
ド
も

三
行
分
、
次
々
電
池
切
れ
に
な
り
、
銀
行
の
再
発
行

手
続
き
が
面
倒
で
往
生
し
た
。

次
は
固
定
電
話
が
突
然
繋
が
ら
な
く
な
っ
た
。
受

話
器
を
上
げ
て
も
ウ
ン
と
も
ス
ン
と
も
言
わ
な
い
。

ル
ー
タ
ー
を
換
え
て
も
ダ
メ
で
、
N
T
T
を
呼
ん
で

半
日
が
か
り
で
原
因
が
分
か
り
、
や
っ
と
繋
が
っ
た
。

い
く
つ
も
の
、
幾
重
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
の
中
に
い
る
と
実
感
し
た
。
そ
れ
が
一
旦
綻ほ

こ
ろぶ

と
、
修
復
に
恐
ろ
し
く
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。

生
の
根
幹
で
あ
る
衣
食
住
に
か
か
わ
る
ほ
ぼ
す

べ
て
に
貨
幣
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
介
在
し
、
本
人

が
関
与
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。（
略
）

お
ま
け
に
仕
掛
け
が
複
雑
す
ぎ
て
故
障
し
た
ら
直

す
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
買
う
し
か
な
い
。
生
き

る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
自
分
の
手
で

生
み
出
せ
ず
、
手
直
し
す
ら
で
き
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
、
私
と
命
と
生
活
は
銀
河
系
に
も
ひ
と
し
い

距
離
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

『
地
図
な
き
山
　
日
高
山
脈
49
日
漂
泊
行
』（
新
潮

社
）
で
角
幡
唯
介
は
書
く
。『
裸
の
大
地
』
シ
リ
ー

ズ
で
北
極
を
漂
白
し
た
角
幡
は
、
そ
の
合
間
に
北
海

道
日
高
山
脈
で
四
度
の
地
図
な
し
登
山
（
三
度
目
か
ら

同
行
者
あ
り
）
を
敢
行
し
た
、
そ
の
記
録
で
あ
る
。

登
山
の
テ
ー
マ
は
北
極
行
と
同
じ
、〈
脱
シ
ス
テ

ム
〉
だ
。「
地
図
を
捨
て
、
未
来
予
期
フ
ィ
ル
タ
ー

を
と
り
は
ら
わ
な
い
と
姿
を
あ
ら
わ
さ
な
い
」「
剥

き
出
し
の
ナ
マ
の
山
」
に
出
会
う
た
め
、
国
内
で
広

大
な
未
知
の
日
高
山
脈
を
登
る
。
見
当
を
つ
け
た
地

点
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
川
を
遡
り
山

へ
入
る
。
林
道
を
避
け
釣
り
人
を
避
け
、
ダ
ム
や
人

工
物
を
忌
避
し
、
何
度
か
羆ひ

ぐ
まに

遭
遇
し
な
が
ら
手
探

り
で
登
る
。
目
印
の
地
形
や
山
川
に
名
前
を
つ
け
、

自
分
の
地
図
を
作
る
。

回
を
追
う
毎
に
釣
り
の
重
要
性
が
増
す
。
ア
メ
マ

ス
（
蝦
夷
岩
魚
）、
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
、
刺
身
で
食
べ

保
存
食
用
に
燻
製
に
す
る
。

釣
り
の
成
功
は
山
か
ら
の
祝
福
で
あ
る
。（
略
）

山
が
釣
り
と
い
う
殺
生
行
為
を
認
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
殺
さ
れ
る
こ

と
を
山
は
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

山
で
は
生
と
死
が
等
価
値
で
循
環
し
て
お
り
、

「
ア
メ
マ
ス
の
死
は
私
の
生
だ
が
、
私
の
死
は
ほ
か

の
動
物
の
生
で
あ
る
。」
と
続
け
る
。
角
幡
の
著
作

は
詳
細
な
冒
険
の
記
録
だ
が
、
過
酷
な
自
然
の
中
で

の
深
い
思
索
も
必
ず
叙
述
す
る
。

「
文
明
や
シ
ス
テ
ム
ど
こ
ろ
か
未
来
予
期
優
先
の
思

考
か
ら
隔
絶
す
る
こ
と
は
究
極
の
自
由
の
経
験
」
だ

が
、「
そ
の
自
由
は
耐
え
が
た
い
ほ
ど
重
苦
し
い
」

と
綴
る
。
そ
し
て
原
始
の
探
検
家
の
旅
に
終
わ
り
は

な
く
、「
探
検
は
生
活
と
密
着
し
た
永
久
に
続
く
無

限
の
行
為
」
と
考
え
る
。
そ
れ
は
地
図
や
シ
ス
テ
ム

を
最
大
限
に
活
用
し
、
ひ
た
す
ら
効
率
的
に
地
図
で

定
め
た
目
標
地
点
に
向
か
う
猪
突
猛
進
形
の
今
の
探

検
と
は
真
逆
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

角
幡
は
北
極
の
民
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
言
葉
、〈
ナ
ル

ホ
イ
ヤ
〉（「
わ
か
ら
な
い
」「
何
と
も
い
え
な
い
」）

に
行
き
着
く
。
狩
猟
民
の
彼
ら
は
未
来
予
期
を
避
け
、

足
跡
や
獣
道
や
糞
に
柔
軟
に
対
応
し
て
動
物
の
世
界

に
組
み
込
ま
れ
て
い
か
な
い
と
獲
物
が
獲
れ
な
い
と

よ
く
知
っ
て
い
る
。

か
く
あ
り
た
い
と
願
う
角
幡
も
五
十
歳
目
前
。
体

力
と
経
験
値
か
ら
四
十
三
歳
が
人
間
の
最
盛
期
と
言

う
彼
の
次
な
る
冒
険
は
…
…
ま
だ
ま
だ
山
を
お
り
る

ま
い
。

「
ナ
ル
ホ
イ
ヤ
」の
漂
白
登
山

西
岡
琢
也

42

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ帝国』『TATTOO
〈刺青〉あり』『沈まぬ太陽』『はやぶさ～遥かなる帰還』、TVドラマ「京都迷宮案内」
シリーズ、「返還交渉人」など。2026年『幕末ヒポクラテス』公開予定。

ウェスカー三部作
日下潤一

その3
メモランダム・本のデザイン 31

写
真
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
リ
ン
ト
を
一
旦
製
版
し

て
目
伸
し
し
た
の
で
は
な
く
、
多
分
も
と
が
活
版

刷
り
写
真
の
複
写
で
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
網
点
が

粗
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
い
う

無
頓
着
さ
の
演
出
だ
。
写
真
は
絶
妙
な
横
長
の
ト

リ
ミ
ン
グ
で
、
下
部
（
机
の
部
分
）
を
少
し
袖
の

折
返
し
の
ほ
う
に
ま
わ
し
て
い
る
。
そ
の
雁
垂
れ

の
袖
の
内
側
に
は
、
よ
り
網
目
の
粗
れ
気
味
の
ウ

ェ
ス
カ
ー
と
演
出
家
の
ジ
ョ
ン
・
デ
ク
ス
タ
ー
の

写
真
が
、
三
方
断
ち
落
と
し
で
入
れ
て
あ
る
。

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
ス
ペ
ー
ス
と
写
真
は
半
々
に

見
え
る
が
、
写
真
の
方
が
少
し
広
い
。
同
じ
だ
と

白
地
が
膨
張
し
て
広
く
見
え
る
。
裏
の
ウ
ェ
ス
カ

ー
の
顔
も
、
写
真
と
白
地
の
分
量
は
同
じ
く
写
真

の
ほ
う
が
広
い
。

部
作
』
の
表
紙
は
ス
ミ
一
色
の
活
版
刷
り

で
、
新
聞
の
よ
う
に
写
真
の
網
目
が
粗
い
。

よ
う
に
、『
ウ
ェ
ス
カ
ー
三
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暑
厳
し
い
午
後
6
時
半
、
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
た

差
別
的
な
コ
ラ
ム
に
抗
議
す
る
人
々
が
矢
来
町
の

残歩道に
並
ん
で
い
た
。
出
版
社
の
窓
の
中
で
は
、
多
く
の

社
員
が
黙
々
と
自
分
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

会
社
は
責
任
を
明
確
に
せ
ず
、
こ
の
問
題
が
忘
れ
去
ら

れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

つつぐち・なおひろ
1971年生まれ。「芸術新潮」カメラマン。
版元に勤めている自分にとってこの夏は
しんどい時間だった。

筒口直弘 カメラと歩く 9
2025年9月1日

博
っ
て
、
来
年
も
や
る
の
？
」
と
、
ふ
い

に
聞
か
れ
た
の
は
、
10
月
の
3
連
休
の
最

「
万

終
日
。
夕
方
。
テ
レ
ビ
に
は
、
大
阪
万
博
最
終
日
の

様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

「
え
！
　
も
し
か
し
て
、
万
博
行
き
た
か
っ
た
？
」

と
質
問
に
質
問
で
返
す
と
、
わ
た
し
の
質
問
に
は
答

え
ず
に
、
お
な
じ
質
問
を
く
り
返
す
。

「
万
博
、
来
年
も
や
る
？
」

「
う
う
ん
、
来
年
は
や
ら
な
い
よ
。
次
に
日
本
で
や

る
と
し
た
ら
…
…
20
年
後
と
か
30
年
後
く
ら
い
か

な
？
　
そ
う
か
、
万
博
、
行
き
た
か
っ
た
ん
だ
ね
？
」

目
を
逸
ら
し
た
ま
ま
、
強
い
意
志
を
持
っ
て
頷
く
。

「
だ
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
行
っ
て
た
し
。（
た

ぶ
ん
み
ん
な

4

4

4

じ
ゃ
な
い
と
思
う
）
ぼ
く
も
ミ
ャ
ク
ミ

ャ
ク
の
グ
ッ
ズ
ほ
し
か
っ
た
。（
も
し
か
し
て
、
グ

ッ
ズ
が
ほ
し
か
っ
た
だ
け
？
）」

わ
た
し
は
開
催
が
決
ま
っ
た
時
か
ら
、
莫
大
な
お

金
が
か
か
る
万
博
が
、
今
の
日
本
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
ず
っ
と
反
対
だ
っ
た
。

息
子
の
前
で
「
万
博
な
ん
て
行
か
な
い
」
と
口
に

出
し
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
息
子
は
母
親
が
放
つ

「
万
博
と
か
、
無
い
わ
〜
」
と
い
う
空
気
を
敏
感
に

嗅
ぎ
と
っ
て
、「
万
博
行
っ
て
み
た
い
」
の
一
言
を
、

じ
っ
と
胸
に
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
万
博
最
終

日
の
夕
方
に
な
る
ま
で
。

実
際
に
行
く
か
行
か
な
い
か
は
別
と
し
て
、「
万

博
、
行
っ
て
み
た
い
？
」
く
ら
い
聞
け
ば
よ
か
っ
た

の
だ
。
彼
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
、
わ
た
し
は
サ
ボ

っ
て
し
ま
っ
た
。

小
学
2
年
生
の
息
子
に
は
、
初
め
て
知
る
国
の
名

前
や
、
初
め
て
触
れ
る
言
語
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
だ

ろ
う
し
、
彼
の
敏
感
な
五
感
を
お
し
み
な
く
刺
激
し

た
だ
ろ
う
。
あ
の
巨
大
な
輪
っ
か
の
内
側
に
は
、
子

ど
も
の
好
奇
心
を
釘
付
け
に
し
て
放
さ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

帰
り
道
で
、
た
の
し
か
っ
た
、
た
の
し
か
っ
た
と

連
呼
し
て
、
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
を
抱
く
我
が
子
が
目
に

浮
か
ぶ
。

急
に
ち
く
ち
く
し
た
切
な
い
気
持
ち
に
襲
わ
れ
て

「
連
れ
て
い
っ
て
あ
げ
て
も
よ
か
っ
た
の
か
な
」
と
、

後
悔
と
反
省
の
波
が
じ
ん
わ
り
胸
を
濡
ら
し
は
じ
め

る
。
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
は
「
万
博
と
か
、

無
い
わ
〜
」
派
な
の
だ
っ
た
。

万
博
が
開
か
れ
て
い
た
こ
の
半
年
間
、
息
子
は
毎

日
笑
っ
て
、
と
き
ど
き
泣
い
た
。

春
の
終
わ
り
、
初
め
て
の
剣
道
の
試
合
。
一
回
戦

で
あ
っ
と
い
う
間
に
負
け
て
静
か
に
泣
い
た
。
夏
の

始
め
に
、
何
度
も
挫
折
し
て
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い

た
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夏
、
一
緒
に

暮
ら
し
た
老
猫
を
弔
っ
た
。
秋
に
な
り
、
チ
ェ
ス
を

覚
え
た
。
万
博
終
了
の
3
日
前
に
は
、
転
ん
で
大
ケ

ガ
を
し
た
。
初
め
て
救
急
車
に
乗
っ
て
、
お
で
こ
を

3
針
縫
っ
た
。

5
月
、
呉
の
港
で
潜
水
艦
を
見
た
。
7
月
、
長
崎

で
泳
い
で
花
火
を
し
た
。
8
月
、
近
鉄
に
乗
っ
て
津

と
伊
勢
に
行
っ
た
。
丸
亀
で
は
う
ど
ん
を
食
べ
て
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
松
山
城
に
登
っ
た
。

万
博
に
比
べ
た
ら
、
と
ん
で
も
な
く
地
味
で
、
小

さ
な
事
件
と
、
明
る
い
刺
激
を
寄
せ
集
め
た
生
活
。

だ
け
ど
そ
れ
は
、
幕
を
閉
じ
た
万
博
会
場
の
よ
う

に
、
解
体
さ
れ
た
り
、
カ
ジ
ノ
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た

り
し
な
い
。
お
金
や
権
力
に
翻
弄
さ
れ
な
い
。

い
つ
か
ま
た
日
本
で
万
博
が
開
か
れ
る
と
し
て
、

そ
の
時
、
日
本
が
今
よ
り
ま
と
も
な
国
に
な
っ
て
い

る
と
し
た
ら
、
今
度
は
息
子
が
連
れ
て
い
っ
て
く
れ

る
か
な
。
2
0
2
5
年
の
「
行
け
な
か
っ
た
万
博
」

の
こ
と
を
、
は
た
し
て
彼
は
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

文と絵 赤波江春奈

My Kid's Diary
万博とか救急車とか

14

15



「せんとぴゅあ」で開かれていた織田コレクションの
展示会名に由来します。
織
お

田
だ

憲
のり

嗣
つぐ

先生に「展示に並べる椅子などはご自分で
選ばれるのですか？」とうかがうと、「これまで育て
てきた若い人たちに任せています。展示会のテーマか
らすべて、東川町の若手スタッフたちが考えてくれて
います」とのこと。ご自分の手を離れた織田コレクシ
ョンを広く公開する場所としてデザインミュージアム
をつくる計画が進行中で、彼らの活躍の場はこれから
広がってゆくようです。
最近、スウェーデンでは公共テレビ局SVTによる新

番組「Nordisk design -en kärlekshistoria」の放送が始 
まりました。1920年代から現在にいたる北欧モダン
デザインについての全5回番組で、kärlekshistoriaはス
ウェーデン語でラブストーリーを指します。各回にひとりずつ登場
する世界的なコレクターが語る興味深いエピソードは、まさにそれ
ぞれの「愛の物語」にほかなりません。
第2回には椅子コレクターとして織田先生が紹介され、ご自宅の

様子も見ることができます。予告で「椅子は腰掛けるものですけれ
ども、今では私の人生の上に椅子が腰掛けています」とおっしゃ
った言葉に、それはまさに椅子に（腰掛けながら）賭けた人生 Life 
with Chairs だと、どきりとしました。そしてこのタイトルは、東
川町の若手スタッフたちから先生への最大の賛辞だったと改めて思
いました。デザインミュージアムの開館が今から待ち遠しいです。
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魚住寧子
タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）

ife with Chairs  椅子と人生というタイトルは、私
が北海道・東

ひがし

川
かわ

町
ちょう

を訪れたときに町の交流施設L

フロアスタンド（Kaare Klint）とロッキングチェア J16
（Hans J. Wegner）　せんとぴゅあにて

うおずみ・やすこ　1977年、兵庫県姫路市生まれ。
Umwelt Textiles & Objects店主。学生時代にテ
キスタイルを学ぶため、デンマークへ留学。帰国
後、古美術店に勤めたのち2012年、京都・夷川
通にUmweltを開く。
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◆Web＝bgraphix.com　◆Twitter & Instagram＝@bgx_book_design　◆日下潤一のブログ＝www.bgx.jp/blog/

◆ロンドンブックス（京都・嵐山）ウンベルト（京都・夷川）フラヌール書店（東京・不動前）に10部ずつ、
古瀬戸珈琲店（東京・神保町）に5部、置いています

前号をお届けに不動前・フラヌール書店へ。本を
眺めるのがたのしい書店。前から読みたかった漫
画『隙間』を買った。作者の高妍さんは、1996
年台湾生まれ。1巻で、台湾の二二八事件のこと
が描かれる。主人公の楊洋は自分の無知を恥じる
が、それを読むわたしも自分の無知を知る。台湾
や沖縄のこと、闘ってきた人々や歴史のことを、
知らなすぎると分かる。今は2巻目を読んでいる
途中。一気に読んでしまわず、時間をかけて全4
巻を読んでいくつもり。「オリジナリ」は今号で
40号に。今年は発行が滞りがちだったが、いつ
も隅々まで読んでくださる方々、感想を伝えてく
ださる方々、ありがとうございます。（赤波江）

ある漫画家が、ネットの画像から無断で絵を描いて
問題になったとか、無知で迂闊。以前、雑誌の表紙
でベテランのイラストレーターに、家のまわりで気
に入った風景をテーマに頼んだら、近所ではなくと
ても手軽に描けないような高さから見た絵を描いて
きた。ネットで検索するとすぐに元の写真が見つか
った。自分で写真を撮ればいいのに、安直なことを
して大丈夫かなと思ったことがある。昔、大好きな
プッシュピンスタジオのイラストレーターのジェイ
ムズ・マクマラン（James Mcmullan）の作品集で、
スタジオでモデルを使って素材になる写真を撮影、
それをもとに絵に描くのを知り感心
した。91歳でご健在。（日下）

E.Mori
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ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通御幸町
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